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宇宙測地技術解析ソフトウェア c5++の開発その 2
Development of space geodetic analysis software c5++, Part-2
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情報通信研究機構・一橋大学・宇宙航空研究開発機構では，SLR (Satellite Laser Ranging;衛星レーザ測距)，VLBI (Very
Long Baseline Interferometry;超長基線電波干渉法)などの高精度宇宙測地技術・航法技術のための解析ソフトウェア c5++
の開発に着手した．

宇宙測地の分野に限らず，複数の独立な観測を統合した形での解析解が求められることが多くなっている．”c5++”で
は，VLBI・SLRの統合解析をはじめ，複数の異種データを観測方程式の段階から統合して解析する機能を備える．

あわせて，地球回転・潮汐変形・衛星加速度・伝搬遅延などに関する物理モデルを，2010年末にリリースされた IERS
Conventions 2010に準拠させるべく作業を行っている．

すでに VLBI による地球回転パラメータ導出の機能は実装し，UT1速報値を提供するに至っている．その実例を含め
て紹介する．
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